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ト

ッ
プ

ニ

ュ
ー
ス

　東日本大震災以降、復興に向けて

着実に歩むみやぎの元気な姿をＰＲ

するため、宮城県や県内の各市町村

が１１月１５日に首都圏で大型観光等

ＰＲ事業を行いました。

　このＰＲ事業には県内から約６５０

人が参加。町内からは大橋町長をはじ

め、観光・農林水産業関係者、各種団

体の代表者など総勢約１５０人が参加

し、専用の新幹線により大挙して首都

圏の主要駅や旅行会社、マスコミ各

社等を訪れ、元気な宮城・松島のＰ

Ｒを行いました。

大キャラバン隊で宮城・
松島をＰＲ

　恒例の松島紅葉ライトアップが１０

月２９日から１１月２３日まで開催され

ました。

　会場となった観瀾亭、瑞巌寺洞窟

群、天麟院、放生池、三聖堂などで

はそれぞれ趣の違ったライトアップで

演出したほか、円通院では心の字の

池に鏡のように浮かび上がる神秘的

な光景で観光客を魅了していました。

　また、１１月８日には松島町観光親

善大使の水森かおりさんが来町し、

円通院からＮＨＫ総合の歌謡コン

サートの生中継を行い、全国に松島

の紅葉ライトアップをPRしました。

希望を灯す
松島紅葉ライトアップ

　風評被害などで観光客が減少して

いることから、大橋町長が大阪市・

神戸市を訪れ兵庫県庁や神戸市役所、

マスコミ各社などに松島をＰＲしました。

　金澤和夫兵庫県副知事、矢田立郎

神戸市長を表敬訪問するとともに、

兵庫県庁で記者会見を行い、宮城・

松島を PRし、震災の際の協力や支

援に対するお礼を述べました。また、

神戸・三宮さんちか夢広場で PR活

動中に井戸敏三兵庫県知事が激励に

訪れました。

阪神エリアでも観光ＰＲ

�
仙
台
駅
で
の
出
陣
式
の

様
子

▲千葉駅でパンフレット等を配布

▲「応援ありがとう」の垂れ幕も掲げました

▲伊達武将隊も応援に駆け付けてくれました

▼遊覧船ではジャズやシャンソンのライブも行われました

▲円通院内のライトアップ
　様々な演出で来訪者を楽しませ
てくれます

▼神戸・三宮さんちか夢広場でPR活動中に
井戸敏三兵庫県知事が激励に訪れました

▲矢田立郎神戸市長を表敬訪問
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▲第二小学校の児童は手話を交えた
合唱を披露

▲右から二人目がアシュトン女史

▲力作が所狭しと展示されました

　ＥＵ外務大臣にあたる外務・安全

保障政策上級代表のキャサリン・ア

シュトン女史が１１月５日に来町し

ました。

　アシュトン女史は東日本大震災に

おける被災地の現状の視察で宮城県

に訪れ、松島町に立ち寄りました。

　町職員から風評被害により観光客

が減少している本町の現状を聞き

「津波の被害を受けながらここまで

きれいに復旧しているのがすばらし

いですね」と話していました。

ＥＵ外務大臣が来町

▲初出場の松島高校ダンス部

▼水消火器による消火訓練（五小）

　１１月５日、６日に中央公民館で第

３３回町民文化祭が開催され、2日間

で約２， ０００人が参加しました。

　ステージの部では、松島第二小学

校の全児童による合唱がオープニン

グを飾り、続いて松島第一小学校の

太鼓演奏が披露されました。きれい

な歌声や迫力ある演奏にアンコール

が求められるほど盛り上がりました。

　今年の文化祭には、ステージの部

で43団体、展示の部で30団体が参

加し、歌や踊り、絵画など、日頃の

成果を存分に発揮していました。

日頃の成果を披露

　１１月１日、４日、１４日に町内の各

小学校で児童と教職員を対象とした

避難訓練が行われました。

　訓練では、火災や地震の際の避難

方法を松島消防署や消防団、地域の

自主防災組織の皆さんから指導を受

けました。

　第一小学校では、東日本大震災で

津波により校庭が冠水した教訓を生

かし、高台にある松島第一幼稚園園

庭まで避難する訓練を実施しました。

　参加した児童は「震災のときのこ

とを思い出すと訓練の大切さがわか

りました」と話し、真剣に訓練に取

り組んでいました。

小学校で避難訓練

�
第
一
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
太
鼓
演
奏

�ホースを使った消火訓練（二小）

▲第一幼稚園園庭への避難訓練
（一小）
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十
月
二
十
一
日
に
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
で
松
島
産
の
環

境
保
全
米
「
め
ご
の
舞
（
サ
サ
ニ

シ
キ
）」
と
「
い
ろ
は
の
舞
（
ひ

と
め
ぼ
れ
）」「
新
種
東
北
１
９
4

号
」
の
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
食
会
に
は
町
内
の
宿
泊
施
設
や

食
事
施
設
、
物
産
店
の
関
係
者
も

特　集

発
信
！　

松
島
産

地
場
産
品
の
活
性
化
を

　

町
で
は
商
工
会
や
観
光
協
会
、
農
協
、
漁
協
、
森
林
組
合
な
ど
の
経

済
団
体
と
協
力
し
、
地
産
地
消
を
中
心
に
地
場
産
品
を
活
性
化
す
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
松
島
発
！
環
境
保
全
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
続
き
「
松
島
白
菜
」

「
松
島
筍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
地
域
資
源
を
生
か
し
た
新
た
な
取
り

組
み
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

出
席
し
、
生
産
者
と
一
緒
に
今
年

の
環
境
保
全
米
の
出
来
具
合
を
確

か
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
愛
ら

ん
ど
松
島
加
工
部
会
の
皆
さ
ん
が

生
産
・
加
工
し
た
農
産
物
で
調
理

し
た
み
そ
汁
や
漬
け
物
、
梅
干
し

な
ど
も
提
供
さ
れ
大
好
評
で
し
た
。

　

生
産
者
を
代
表
し
て
松
島
発
！

環
境
保
全
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
丹

野
信
男
さ
ん
（
幡
谷
）
は
「
例
年

よ
り
遅
れ
て
の
田
植
え
で
し
た
が

稲
刈
り
は
例
年
通
り
で
き
ま
し
た
。

お
い
し
い
お
米
を
自
信
を
も
っ
て

提
供
で
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。　

　

松
島
産
の
環
境
保
全
米
は
、
昨

年
度
か
ら
町
内
の
宿
泊
施
設
な
ど

で
提
供
し
て
い
ま
す
。

松
島
発
！
環
境
保
全
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
試
食
会
を
開
催

▲新米のおいしさに思わず笑顔が

環
境
保
全
米
と
は
？

「
環
境
保
全
米
」と
は
、農
林
水
産
省
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、通
常
の
栽
培
方
法
に
比
べ

て
、化
学
合
成
農
薬
の
使
用
回
数
が
二
分
の
一

以
下
で
、化
学
肥
料
の
使
用
量
が
五
割
以
下
の

栽
培
方
法
で
生
産
さ
れ
た
お
米
で
す
。

松島はササニシキが多い
　松島町はＪＡ仙台管内で米の

作付が最も多く、特にササニシ

キの作付けが多いのが特徴です。

ササニシキは病気に弱いので生

産者が減少していますが、冷め

てもおいしいということで根強

い人気があります。町やＪＡ仙

台では松島産のササニシキ「め

ごの舞」を積極的にＰＲしてい

ます。

平成２２年環境保全米
作付面積（JA仙台支店別）

単位：（ha）

原町（0.7）、中田 (12.1)、長町

(2.8)、西多賀 (3.1)、六郷 (41.5)、

七郷 (25.9)、高砂 (19.7)、岩切

(11.3)、生出 (5.9)、宮城 (9.3)、

根白石 (18.9)、泉 (15.1)、利府

(12.7)、多賀城 (22.5)、七ヶ浜

(12.4)、松島 (113.7)

Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
２
０
１
１ 

ま
つ
し
ま
産
業
ま
つ
り
を
開
催

　

松
島
の
農
林
水
産
業
、
商
工
観

光
業
が
一
堂
に
会
す
る
ま
つ
し
ま

産
業
ま
つ
り
が
十
月
二
十
九
日
に

中
央
公
民
館
駐
車
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
実
行
委
員
長
の
小

島
等
さ
ん
が
「
震
災
の
影
響
で
開

催
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
復
興
に

向
け
て
生
産
者
と
消
費
者
が
絆
を

深
め
る
こ
と
が
大
切
と
思
い
開
催

し
ま
し
た
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
と
れ
た
て
の
野
菜

や
魚
介
類
、
地
場
産
品
を
使
っ
た

料
理
、
農
林
加
工
品
が
販
売
さ
れ

た
ほ
か
、
今
年
初
め
て
松
島
白
菜

を
使
っ
た
餃
子
や
松
島
の
里
山
で

と
れ
た
筍
の
水
煮
、
酒
粕
漬
け
な

ど
も
出
店
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　

会
場
に
は
過
去
最
高
の
約
七
千

人
が
訪
れ
、
旬
の
松
島
の
味
覚
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

▲明成高校の生徒が松島白菜餃子を販売

第
四
回
松
島 

 
て
ん
こ
も
り
賞
味
会

　

十
月
三
十
一
日
に
四
季
彩

食
松
島
推
進
協
議
会
（
佐
藤

信
幸
会
長
）
主
催
の
第
四
回

松
島
て
ん
こ
も
り
賞
味
会
が

ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
松
島
産
の
食
材

が
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
た
ほ

か
、
ホ
テ
ル
の
料
理
人
や
生

産
者
が
こ
れ
ら
の
食
材
を

使
っ
た
料
理
を
提
供
し
、
参

加
者
は
松
島
産
の
お
い
し
い

料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
四
季
彩
食
松
島
料

理
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
松
島
三

ツ
星
冬
ラ
ン
チ
の
グ
ラ
ン
プ

リ
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

▲松島産の食材がズラリ

▲過去最高の約 7,000 人が訪れました
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か
き
小
屋
が
今
年
も 

元
気
に
オ
ー
プ
ン

　

十
一
月
十
九
日
に
松
島
か
き
小

屋
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り

松
島
湾
の
か
き
の
養
殖
棚
が
甚
大

な
被
害
を
受
け
、
今
年
の
営
業
が

見
込
め
な
い
状
況
で
し
た
が
、
楽

し
み
に
し
て
い
る
多
く
の
方
々
の

応
援
も
あ
り
、
営
業
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　

松
島
産
か
き
の
収
穫
量
は
例
年

の
半
分
の
見
込
み
で
す
が
、
そ
の

分
、
一
個
一
個
の
実
が
し
っ
か
り

と
詰
ま
り
大
き
い
の
が
今
年
の
特

徴
で
す
。
オ
ー
プ
ン
初
日
か
ら
か

き
小
屋
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
方
々

が
訪
れ
、「
震
災
を
乗
り
越
え
た

格
別
の
味
が
す
る
」
と
か
き
を
堪

能
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
漁
師
の
店
と
し
て

人
気
の
「
旬
味
か
き
の
里
」
や
松

島
さ
か
な
市
場
の「
焼
き
が
き
ハ
ウ

ス
」
も
す
で
に
オ
ー
プ
ン
し
、
多
く

の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

街
角
グ
ル
メ 

　

松
島
名
物
か
き
丼 

　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、

実
施
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

こ
ろ
で
し
た
が
、
ぜ
ひ
、
松
島
か

ら
元
気
と
美
味
し
さ
を
発
信
し
、

宮
城
県
、
そ
し
て
東
北
を
元
気
に

し
て
い
こ
う
と
今
年
も
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

か
き
丼
は
松
島
の
家
庭
で
昔
か

ら
親
し
ま
れ
て
い
る
地
元
の
丼
。

卵
と
じ
や
ひ
つ
ま
ぶ
し
、
天
丼
風
、

カ
ツ
丼
風
、
洋
風
な
ど
、
町
内
十

五
店
舗
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
一
品

を
味
わ
え
ま
す
。

●
期
間　

十
一
月
〜
三
月

▲味覚丼キャンペーンチラシ ▲かき丼キャンペーンのチラシ

街
角
グ
ル
メ　

冬
の
松
島 

味
覚
丼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

「
松
島
は
か
き
だ
け
で
は
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
今
年
か
ら
始
ま
っ

た
味
覚
丼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
新
鮮

な
海
の
幸
の
海
鮮
丼
や
穴
子
丼
、

う
な
丼
、
天
丼
、
パ
エ
リ
ア
丼
な

ど
八
店
舗
で
自
慢
の
味
覚
丼
が
味

わ
え
ま
す
。

●
期
間　

十
一
月
〜
三
月

●
問
合
先　

（
社
）松
島
観
光
協
会

　

�
３
５
４
―
２
６
１
８

松
島
の
か
き
汁
が
大
盛
況

　

十
一
月
八
日
、
九
日
の
二
日
間
、

仙
台
市
勾
当
台
公
園
で
開
催
さ
れ

た
仙
臺
鍋
ま
つ
り
に
松
島
町
か
ら

か
き
鍋
を
出
店
し
ま
し
た
。

　

仙
臺
鍋
ま
つ
り
は
仙
台
地
域
の

十
二
市
町
村
が
一
堂
に
会
し
、
各

地
域
が
自
慢
の
鍋
を
販
売
し
ま
す
。

松
島
産
の
か
き
を
た
っ
ぷ
り
使
っ

た
白
だ
し
風
味
の
鍋
は
大
好
評
で
、

震
災
の
影
響
で
か
き
の
生
産
量
が

減
少
し
貴
重
な
食
材
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
順
番
を
待
つ
列
が
で
き

る
ほ
ど
大
盛
況
で
し
た
。

　

仙
臺
鍋
ま
つ
り
は
今
年
で
五
回

目
で
、
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
い

ろ
い
ろ
な
鍋
の
食
べ
比
べ
が
で
き

る
と
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▲行列が出来た松島町のかき汁

▲プリプリのかきが味わえます

松島湾が日本の白菜の 
ふるさと

　白菜の種は１９世紀後半、中国か

ら日本に持ち込まれました。しか

し、その当時から日本にはカブや

コマツナなど、白菜と同じアブラ

ナ科の植物が多く栽培されていて、

それらと交雑してしまうことが原

因で、純粋な種を採るには多くの

苦労があったそうです。

　大正時代に入り、宮城県の研究

者たちは、交雑を防ぐ方法として、

松島湾に浮かぶ島々の隔離した環

境で採取を試みました。その研究

は見事に成功し、良質な種を採る

ことができ、ここから白菜の食文

化が全国に広まっていくこととな

りました。

　松島湾で誕生した「松島白菜」は

「仙台白菜」の名で全国に出荷され、

その時代を 風  靡 しました。
ふう び

��������������

明成高校の生徒が 
　「松島白菜餃子」を製品化
　明成高等学校調理科の生徒と卒

業生らが設立した一般社団法人リ

エゾンキッチンが進めている食環

境デザインプロジェクトでは、平

成２２年３月からスタートした「仙

台白菜」をテーマに取り組みを行っ

ています。実際に松島湾の島々に

松島純二号を栽培し、餃子の老舗

蜂屋食品（株）の協力などで「松島

白菜餃子」の製品化しました。

　また、餃子はまつしま産業まつ

りやてんこもり賞味会などでも提

供され大好評でした。

��������������

松島産筍も製品化
　松島産筍プロジェクトでは「もう

一つの松島」として里山景観の竹林

から収穫される「筍」を加工業者に

販売して水煮加工を行いました。

　もともと、孟宗竹などの竹林が

多い松島は、カキの棚や観光土産

品の竹細工などに竹が使用され、

竹林の環境が保たれていました。

しかし、年々利用する竹が減少し、

竹林の荒廃が進んでいました。

　松島産筍の製品化は、竹林の環

境保全と資源の有効活用が図られ、

新しい松島の特産品として期待さ

れています。
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文
化
の
日
宮
城
県
知
事
表
彰

　

十
一
月
十
七
日
に
仙
台
国
際
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
平
成
二
十

三
年
文
化
の
日
表
彰
で
片
山
正
弘

さ
ん
（
高
城
）、
熊
谷
喜
美
男
さ
ん

（
高
城
）、
丹
野
清
さ
ん
（
幡
谷
）

が
宮
城
県
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

片
山
さ
ん
は
多
年
に
わ
た
る
議

員
活
動
を
通
じ
て
、
地
方
自
治
の

確
立
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
谷
さ
ん
は
多
年
に
わ
た
り
消

防
団
員
と
し
て
部
下
の
統
率
と
消

防
精
神
の 
涵  
養 
に
努
め
、
災
害
の

か
ん 

よ
う

予
防
防
御
に
尽
力
し
、
地
域
社
会

の
安
全
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 ▲片山正弘さん（高城）▲熊谷喜美男さん（高城）

　

丹
野
さ
ん
は
多
年
に
わ
た
り
統

計
調
査
員
と
し
て
各
種
統
計
調
査

に
尽
力
し
、
調
査
統
計
の
普
及
、

改
善
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

▲丹野清さん（幡谷）

東
北
地
区
社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
表
彰

す
ば
ら
し
い
み
や
ぎ
を
創
る

運
動
功
績
者
表
彰

　

十
一
月
十
四
日
に
平
成
二
十
三

年
度
す
ば
ら
し
い
み
や
ぎ
を
創
る

協
議
会
（
鎌
田
宏
会
長
）
の
す
ば

ら
し
い
み
や
ぎ
を
つ
く
る
運
動
功

績
者
と
し
て
小
島
等
さ
ん（
根
廻
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
島
さ
ん
は
、
根
廻
地
区
分
館

長
や
根
廻
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
推
進
協
議
会
の
事
務
局

長
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
中
心
と
な
っ
て
積
極
的
に

活
動
し
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に

は
、
根
廻
地
区
の
避
難
所
開
設
・

運
営
に
も
尽
力
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
協
議
会
の
表
彰
は
松

島
町
か
ら
初
め
て
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

▲小島等さん（根廻）

防
犯
功
労
者
・
優
良
防
犯
団
体

宮
城
県
表
彰

　

十
月
十
三
日
に
パ
レ
ス
宮
城
野

で
開
催
さ
れ
た
平
成
二
十
三
年
度

全
国
地
域
安
全
運
動
宮
城
県
大
会

の
席
上
で
、
松
島
海
岸
防
犯
指
導

隊
の
松
田
孝
一
さ
ん
（
松
島
）
が

防
犯
功
労
者
と
し
て
（
社
）
宮
城

県
防
犯
協
会
連
合
会
長
・
宮
城
県

警
察
本
部
長
の
連
名
で
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

松
田
さ
ん
は
観
光
地
に
お
い
て
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
防
犯
広
報
等

の
地
域
安
全
活
動
を
積
極
的
に
推

進
し
た
功
労
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

防
犯
功
労
者
・
優
良
防
犯
団
体

塩
釜
地
区
表
彰

　

十
月
十
九
日
に
多
賀
城
市
役
所

で
平
成
二
十
三
年
度
全
国
地
域
安

全
運
動
塩
釜
地
区
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
地
域
の
防
犯
に
努
め
た
功
績

に
よ
り
、
松
島
海
岸
防
犯
指
導
隊

の
新
谷
和
夫
さ
ん
（
松
島
）
と
松

島
町
少
年
補
導
員
の
赤
間
博
明
さ

ん
（
初
原
）
が
塩
釜
地
区
防
犯
協

会
連
合
会
長
・
塩
釜
警
察
署
長
の

連
名
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　マリンピア松島水族館の冬の風物詩「デンキウナギのクリ

スマスツリー」が１１月１３日からスタートしました。

　高さ３.６ｍのツリーに８７５個の電球が取り付けられ、体長１

ｍのデンキウナギ２匹が発する電気で電球が点滅します。

　今年で２４回目を迎え、このツリーを目当てに訪れる人も多

いそうです。

　見所は、デンキウナギに餌を与えるとき。餌を捕らえるた

め、多くの電気を発しきれいなイルミネーションを見ること

ができます。毎日午後０時１５分から餌を与え解説を行って

います。また、水族館内では『感電体験』も行っています。

デンキウナギのクリスマスツリー
�
松
島
水
族
館
の
冬
の
風
物
詩
で
す

　

十
一
月
十
一
日
に
松
島
町
社
会

教
育
委
員
会
委
員
長
の
村
山
善
志

さ
ん
（
本
郷
）
と
副
委
員
長
の
a

松
力
男
さ
ん
（
松
島
）
が
東
北
地

区
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
長

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
山
さ
ん
は
、
平
成
九
年
に
町

社
会
教
育
委
員
に
就
任
し
、
平
成

十
一
年
か
ら
は
委
員
長
と
し
て
社

会
教
育
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高

松
さ
ん
は
、
平
成
九
年
に
町
社
会

教
育
委
員
に
就
任
し
、
平
成
十
九

年
か
ら
は
副
委
員
長
と
し
て
社
会

教
育
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。
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ス
ポ
レ
ク
２
０
１
１

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
で
全
国
優
勝

　

十
一
月
六
日
、
七
日
に
栃
木
県

で
開
催
さ
れ
た
第
二
十
四
回
全
国

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

祭
ス
ポ
レ
ク
�
エ
コ
と
ち
ぎ
�
バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
大
会
で
、
松
島
町

の
佐
藤
州
さ
ん
（
松
島
）
と
佐
藤

京
子
さ
ん
（
松
島
）
が
夫
婦
で
所

属
す
る
宮
城
県
選
抜
チ
ー
ム
「
仙

台
青
葉
の
杜
」
が
見
事
優
勝
の
栄

冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

国
内
最
大
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
あ
る
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
に
は
十
八
種

目
に
各
都
道
府
県
か
ら
代
表
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
競

技
は
真
岡
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
州
さ
ん
は
総
監
督
と
し
て

チ
ー
ム
を
ま
と
め
、
京
子
さ
ん
も

ダ
ブ
ル
ス
で
プ
レ
ー
し
大
活
躍
。

予
選
リ
ー
グ
を
突
破
し
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
も
次
々
と
勝
ち
上

が
り
ま
し
た
。
群
馬
県
選
抜
と
の

決
勝
戦
は
激
し
い
接
戦
と
な
り
ま

し
た
が
、
ゲ
ー
ム
カ
ウ
ン
ト
２
―

１
で
熱
戦
を
制
し
ま
し
た
。
佐
藤

州
さ
ん
は
「
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
と
い
う
こ
と
で
入
場
行
進
の

際
に
は
会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
暖
か

い
声
援
と
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
宮
城
県
代
表
と
し

て
は
ず
か
し
く
な
い
プ
レ
ー
を
心

が
け
て
頑
張
り
ま
し
た
」
と
熱
戦

を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

▲佐藤州さん（右から４人目）と佐藤京子さん（右から２人目）

▲開会式では「東日本大震災　ご支援ありがとうございます」
の垂れ幕を掲げて入場

宮
城
県
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

大
会
で
三
位
に

　

十
月
十
三
日
に
第
十
六
回
宮
城

県
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
角
田

市
で
開
催
さ
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
部
に
松
島
町
代
表
と
し
て

出
場
し
た
松
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
樋
口
敏
夫
さ
ん
（
手
樽
）

が
、
見
事
第
三
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。

▲樋口敏夫さん（手樽）

松島町はサッカー交流大会
の開催地です

図書室休館のお知らせ
　東日本大震災による補修工事と蔵書点検のため下記の日

程で休館します。

　度々の休館で町民の皆さんにはご迷惑おかけしますが、

ご理解とご協力をお願いします。

休館期間　12月 5日（月）～ 12月 22 日（木）

　＊ 12 月 4日（日）までは通常の貸出を行います。

　なお、閉館中の本の返却は事務室にて受け付けます。

図書室再開　12月 23 日（金・祝）午前１０時

年末年始の休館（12/29 ～ 1/3）

《  図 書 室  》

●平　日　　　　午前 10時～午後 6時

●土・日・祝日 午前 10 時～午後 4時

●休館日　   月曜日、月曜日が祝日の場合は翌日

●問合先　勤労青少年ホーム　�３５４‐４０３６

宮城県議会議員一般選挙 
宮城選挙区選挙結果

　震災の影響で延期されていた宮城県議会議

員一般選挙が１１月１３日に行われ、即日開票

の結果宮城選挙区（松島町と利府町）では、

安部孝候補が当選しました。安部氏は４期連

続の当選となりました。

　投票結果は次のとおりです。

当選　

安部たかし候補

　８， ７４１票

渡辺ひろふみ候補

　７， ６２４票

▲安部孝氏
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松
尾
芭
蕉
の
遺
徳
を
偲
ぶ

第
五
十
七
回
松
島
芭
蕉
祭
並

び
に
全
国
俳
句
大
会
が
十
一

月
十
三
日
に
陽
徳
院
な
ど
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

芭
蕉
祭
で
は
、
陽
徳
院
本

堂
で
瑞
巌
寺
の
僧
侶
が
読
経

す
る
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、

芭
蕉
忌
と
東
日
本
大
震
災
で

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
へ
の
法

要
が
営
ま
れ
、
そ
の
後
、
宮

城
県
俳
句
協
会
よ
り
献
句
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
者
に
は
五
人
の

地
元
選
者
に
加
え
、
中
央
俳

壇
で
活
躍
し
て
い
る
「
炎
環
」

主
宰
の
石
寒
太
さ
ん
、「
狩
」

副
主
宰
の
片
山
由
美
子
さ
ん

を
招
聘
選
者
と
し
て
迎
え
、

全
国
か
ら
約
二
百
八
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
全
国
俳
句
大

会
が
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
応
募
総
数
二
千

百
八
句
以
上
の
中
か
ら
七
人

の
選
者
に
よ
る
厳
正
な
審
査

で
選
ば
れ
た
入
選
句
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

松
島
町
内
関
係
者
の
入
選

作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
五
十
七
回 

松
島
芭
蕉
祭
並
び
に
全
国
俳
句
大
会

【
兼
題
の
部
】

 
石 
寒
太　

選

■
入
選

　

朝
顔
を
咲
か
せ
て
仮
設
住
ま
い
か
な

　

遠
山　

典
子
（
手
樽
）

 
片
山 
由
美
子 
選

■
特
選

　

コ
ス
モ
ス
の
真
っ
只
中
を
列
車
く
る

　

遠
山　

典
子
（
手
樽
）

■
入
選

　

葉
鶏
頭
記
憶
の
道
も
こ
こ
ら
ま
で

　

千
葉　

桂
子
（
高
城
）

　

影
踏
み
の
少
年
少
女
秋
ざ
く
ら

　

遠
山　

典
子
（
手
樽
）

 
柏
原 
眠
雨　

選

■
特
選

　

真
弓
の
実
赤
く
熟
れ
ゐ
て
一
揆
の
碑

　

安
達　

朝
子
（
高
城
）

 
鈴
木 
八
洲
彦　

選

■
入
選

　

秋
天
や
鳶
は
重
力
圏
の
外

　

今
野　

勝
正
（
松
島
）

　

伐
採
の
男
の
背
に
あ
る
秋
意

　

石
a　

徑
子
（
松
島
）

 
蓬
田 
紀
枝
子　

選

■
入
選

　

逝
く
母
と
ひ
と
つ
灯
に
あ
る
虫
の
声

　

千
葉　

桂
子
（
高
城
）

 
高
野 
ム
ツ
オ　

選

■
入
選

　

ベ
ッ
ド
よ
り
た
だ
祈
る
だ
け
翁
の
忌

　

a
橋　

敦
子
（
松
島
）

【
嘱
目
の
部
】

 
石 
寒
太　

選

■
入
選

　

し
ぐ
る
る
や
寺
の
高
み
に
寶
華
殿

　

遠
山　

典
子
（
手
樽
）

 
片
山 
由
美
子 
選

■
入
選

　

回
廊
を
日
の
移
り
行
く
翁
の
忌

　

岩
瀬　

一
洋
（
磯
崎
）

　

病
床
に
た
だ
祈
る
の
み
桃
青
忌

　

a
橋　

敦
子
（
松
島
）

 
柏
原 
眠
雨　

選

■
特
選

　

国
宝
の
庫
裡
の
下
駄
箱
翁
の
忌

　

所　
　

康
子
（
松
島
）

 
菅
原 
鬨
也　

選

■
特
選

　

し
ぐ
る
る
や
寺
の
高
み
に
寶
華
殿

　

遠
山　

典
子
（
手
樽
）

■
入
選

　

冬
紅
葉
耀
う
放
生
池
に
昼

　

久
保
田
良
子
（
磯
崎
）

　

愛
姫
を
守
る
が
ご
と
く
竜
の
玉

　

上
田
由
美
子
（
磯
崎
）

　

国
宝
の
庫
裡
の
下
駄
箱
翁
の
忌

　

所　
　

康
子
（
松
島
）

　

蓮
池
の
鯉
音
立
て
る
桃
青
忌

　

加
藤
八
重
子
（
本
郷
）

 
鈴
木 
八
洲
彦　

選
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選
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は
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政
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▲選者の皆さん
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　松島町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、本町の職員の任免、給与等の状況のあらましに

ついてお知らせします。

●休暇等

      年次有給休暇 １人当たり平均取得日数　９.８日

      病気休暇  ８人    育児休業及び部分休業　２人

４　職員の分限及び懲戒の状況（平成２２年度）

分限処分　なし　　懲戒処分　なし　　訓告等  なし

５　職員の服務の状況（平成２２年度）

●職務に専念する義務の免除

　厚生に関する計画の実施に参加する場合

　職員健康診断　１５５人　　町村職員球技大会　延べ５２人

６　職員の研修及び勤務成績の評定の状況（平成２２年度）

●研修所研修（市町村職員研修所、市町村職員中央研修所等）、

　職場研修に延べ１８５人受講

●勤務成績の評定　平成２２年度施行

●問合先　総務課総務管理班　�３５４-５７０１

７　職員の福祉及び利益の保護の状況

（平成２２年度）

●職員の福祉

　職員健康診断

●職員の利益の保護

　勤務条件に関する措置の要求　　なし

　不利益処分に関する不服申立て     なし

８　公平委員会の業務の状況に係る宮城県人事

　　委員会からの報告（平成２２年度）

　　業務の状況について　特になし

受診者数区　　　　分

             ２９人定期健康診断

           １２６人人 間 ド ッ ク

             ５０人

子宮がん検診

乳 が ん 検 診

前立腺がん検診

             １７人脳ドッグ検診

人事行政の運営等の状況について

職　員　数区　　分

     １１１人町 長 部 局

       ３０人教育委員会部局

       １０人水 道 事 業 所

     　　６人そ の 他 の 部 局

     １５７人　合　　　 計　

１　職員の任免及び職員数に関する状況（平成２２年度）

　　●退職者数　７人　　採用者数　５人

　　●職員数（平成２２年４月１日現在）

技　能　労　務　職一　般　行　政　職

平均年齢平均給与月額平均給料月額平均年齢平均給与月額平均給料月額

48.0 歳313,299 円298,212 円43.3 歳341,162 円309,972 円

２　職員の給与の状況（平成２２年度）

　　●職員の平均給料月額，平均給与月額及び平均年齢の状況（平成 22 年４月１日現在）

(注 ) 平均給与月額は，給料月額と毎月支払われる扶養手当，住居手当，通勤手当等の諸手当を含んだもの。

　( 注 ) 退職手当の１人当たりの平均支給額は，前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

　勧奨・定年 自己都合     　支給率

30.55 月分23.50 月分勤 続 ２０ 年

 　41.34 月分　 33.50 月分勤 続 ２５ 年

　 59.28 月分　 47.50 月分勤 続 ３５ 年

 　59.28 月分　 59.28 月分最 高 限 度 額

20,801 千円１人当たりの平均支給額

　　●期末手当　２.６月　　勤勉手当　１.３５月　　　　　

　　●退職手当の状況（平成２２年度）

終　　業休憩時間始　　業

17：1512：00 ～ 13：00８：30

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成２２年度）

　　●職員の勤務時間  １日当たり７時間４５分（休憩時間を除き，４週間を超えない期間につき１週間当たり 38 時間 45 分）
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消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活ココココココココココーーーーーーーーーーナナナナナナナナナナーーーーーーーーーー消費生活コーナー 〈振り込め詐欺にだまされない !!〉

　オレオレ詐欺が再び増加しています。「もし、もし、オレだけど、電話番号変わったよ」「警察署の者ですが、キャッ

シュカードを預かりますので」

電話の相手は「本物」ですか？

事例１

　　６０歳の女性、息子を名乗る男から、「携帯電話を修理に出しているから、会社の携帯を使っている」と電話があ

り、その後、教えられた番号に連絡をすると「借りた金を返さないと、会社をクビになる」と告げられた。女性は、

２日間にわたり、３００万円を指定された口座に振り込んだ。後に息子に連絡して被害にあったことに気づいた。

事例２

　　過去に未公開株で被害を受けた人が再びトラブルにあうことも多い。「二度とないチャンスです。過去の損失を

一気に取り戻せますよ」と、大震災の後に、未公開株のもうけ話を言葉巧みに持ちかけられた。放射能汚染と関連

づけ、浄水器製造会社の株、風力発電会社の株など、お金を振り込んでから、連絡がとれなくなり、作り話だった

と気づいた。

Point

　「今すぐ振り込んで」と言われても、あせらない。落ち着いて、一度電話を切って、冷静になる。本人に確認の電

話をしたり、家族に相談する。警察や弁護士を名乗ったら、所属や名前を聞き、「１０４」で調べた番号で確認をする。

Point

　「私は大丈夫」という思いこみは捨て、「自分の身にも起きるかも知れない」という警戒心を忘れないことが被害防

止につながります。

消費生活相談　　●相談日時　毎月火曜日・木曜日　午前９時～午後４時３０分
　　　　　　　　　　　　　　（第１火曜日は勤労青少年ホームで相談を受け付けます）
　　　　　　　　●相談窓口　産業観光課商工観光班　消費生活相談員　�３５４－５７０８

第３１回全日本実業団対抗女子駅伝競走大会
12月18日（日）開催

日本国内女子のトップランナーが
　　　　　　　　　宮城を駆け抜けます

　実業団女子の日本一決定戦である全日本実業団対抗女子駅

伝競走大会が今年から宮城県で開催されることになりました。

　大会コースは松島町中央公民館を出発し、仙台市までを結

ぶ４２.１９５kmです。各チームの選手がたすきをつなぎゴール

を目指します。

交通規制にご協力をお願いします
大会当日は、コース周辺で交通規制が行われます。

交通規制に伴い、町民の皆さんには不便をおかけし

ますが、ご理解とご協力をお願いします。

　●問合先　日本実業団陸上競技連合会

　　　　　　�０３-３４８７-２２２１

交通規制のため町営バスの発着場所が変わります
●日時　１２月１８日（日）　午前１１時～午後０時５５分間

●場所　公民館出発→役場出発（北線２便、東線２便）

　　　　お間違えのないようお気をつけください。

●問合先　総務課環境防災班　�３５４-５７８９
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松島町内の放射線量測定結果
測定機器　①簡易型放射線測定器 PA-1000　② GM管式 MODEL3&MODEL44-9

単位　マイクロシーベルト（μ Sv／ h）　シーベルトとは、放射線が人体に与える影響を表す単位です。

空気中放射線量測定結果　平成２３年１1月 25 日 （金）　現在　　　　　　　　　　　※（　）内は地表からの高さ（m）

・MODEL44 － 9はエネルギー補償形ではないため低エネルギーのγ線にはオーバーレスポンス（過剰に反応するため、

数値が高めに出ること）します。よって、エネルギー補償型よりも高めの数値を示すことがあります。放射線防護の

観点から言えば、高めに数値を評価することは良しとされています。

※年間換算値の計算値：（屋外に８時間、屋内に１６時間滞在の生活パターンを想定すると、屋内の放射線低減率が６割

に）（宮城県の自然放射線量の測定値 0.038（放射線計測協会の計測値）を考慮） 

((( 測定値-0.038) × 8 時間〔屋外にいる時間〕) ＋ (( 測定値-0.038) × 0.4〔屋内での放射線の低減率〕× 16 時間〔屋内

にいる時間〕)) × 365 日÷ 1000( μからmmへ）=年間換算値 (mSv/ 年 )

参考：文部科学省【福島県内の学校の校舎・校庭等の利用判断における暫定的な考え方について】 

一般公衆が１年間に受ける人工放射線の限度（ICRP の勧告）は、1ミリシーベルト。自然放射線から受ける１人あたり

の年間線量の世界平均は、2.4 ミリシーベルト。日本平均は 0.99 ミリシーベルト　　参考：ウィキペディア【被曝】

松島町役場前放射線量測定結果の推移

水道水測定結果　平成２３年１1月 14 日 （月）　現在　　※月１回測定

二子屋浄水場（竹谷字鴻ノ谷地）　　放射性ヨウ素：不検出　　　放射性セシウム：不検出

浄水場発生土測定結果　平成２３年１０月 24日 （月）　現在　　※月１回測定

松島町水道事業所二子屋浄水場　放射性ヨウ素：不検出

　　　　　　　　　　　　　　　放射性セシウム (Cs-137)：798　放射性セシウム (Cs-134)：572

※浄水場発生土には、放射性物質が検出されていますが、水道水については、いずれの浄水場からも放射性物質が不検

出の状況となっていますので、安心してご利用ください。

農林産物の放射線量測定結果

なお、放射線量測定結果は町のホームページでも公開しています。（http://www.town.miyagi-matsushima.lg.jp/）

●問合先　空気中放射線量測定結果：総務課環境防災班　�３５４‐５７８２　水道水・浄水場発生土測定結果：水道事業所

　　　　　�３５４‐５７１１　農林産物放射線測定結果：産業観光課農林水産班　�３５４‐５７０７

②測定値①測定値測定場所

② 0.148（0.5）　0.124（1）① 0.068（0.5） 0.075（1）松島町役場前

②測定値①測定値測定場所②測定値①測定値測定場所

② 0.152（0.5）① 0.103（0.5）松島第二幼稚園② 0.150（0.5）① 0.090（0.5）松島第一幼稚園

② 0.146（0.5）① 0.098（0.5）松島保育所② 0.124（0.5）① 0.094（0.5）松島第五幼稚園

② 0.166（0.5）① 0.107（0.5）磯崎保育所② 0.150（0.5）① 0.094（0.5）高城保育所

② 0.108（0.5）① 0.059（0.5）松島第一小学校② 0.152（0.5）① 0.103（0.5）高城保育所分園

② 0.124（0.5）① 0.094（0.5）松島第五小学校② 0.152（0.5）① 0.103（0.5）松島第二小学校

※いずれの値も健康に影響を与えるレベルではありません。② 0.174（0.1）① 0.105（0.1）松島中学校

放射性セシウム (Cs-134)放射性セシウム (Cs-137)放射性ヨウ素測定日農林水産物

不検出不検出不検出11月 22 日ダイコン

不検出不検出不検出11月 22 日玄　　米

不検出不検出不検出11 月     8 日キャベツ

不検出不検出不検出11 月     8 日はくさい
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１０月２９日（土）、３０日（日）　　サッカーを通した復興支援で絆を深める
　ＮＰＯ法人マリソル松島スポーツクラブが主催する第７回松島マ

リンカップシニアサッカーフェスティバルが松島フットボールセン

ターと松島運動公園を会場に開催されました。

　大会には４０代や５０代の１５チームが参加。復興支援の一環として

大阪市から参加したチームもありました。

　１０月２９日に開催されたレセプションでは、毎年参加している夫婦

町にかほ市の象潟九十九ＦＣから地元松島町のタック４０とタック

５０に「がんばろう松島」と書かれた腕章が手渡されました。

　マリソル松島の林裕志理事長は「震災の影響で開催するか迷った

が、多くのチームに参加してもらい、サッカーを通して絆が深めら

れて良かった」と話していました。▲絆を深めた象潟九十九ＦＣとマリソル松島の皆さん

　利府松島商工会青年部（杉原崇部長）では、ベガルタ仙台サッカー教室を

磯崎保育所で開催しました。

　元日本代表でベガルタ仙台のアンバサダーを務める平瀬智行さんや笹木

コーチ、ベガっ太君が訪れ、ボールを使った遊びやミニゲームなど元気な声

を上げて楽しいひとときを過ごしていました。

　平瀬さんは「元気あふれる園児とふれあえてとても良かったです」と話し

ていました。

１０月２１日（金）　町花・町木を身近に

　松島・夢・農業農村活性化推進協議会（土井清会長）

では、町花セッコクを身近なものとして鑑賞してもら

おうと、松島第五小学校で町花「セッコク」を町木「松」

に植え付ける作業を行いました。

　参加した５・６年生は、愛・らんど松島で培養した

セッコク約５０株を、大橋町長やＪＡ仙台の高野組合長

と一緒に松の枝に丁寧に植え付け「きれいに花が咲くよ

うに大事に育てます」と話していました。

　協議会では、１２年前より島々や町内の公共施設にセッ

コクの移植作業を続けています。今回植え付けたセッコク

は早いもので来春にはかれんな花が咲くそうです。

１０月２５日（火）　逗子市身障協会と交流

　神奈川の逗子市身体障害者福祉協会（秋元厚子会長）

の皆さんが復興支援の一環として東北旅行に訪れ、町内

の食事施設で松島町身体障害者福祉協会（赤間貞一会

長）と交流会を開催しました。

　交流会では、逗子市の皆さんから義援金とともに手作

りのミニチュアわらじなどが手渡されました。松島町

の赤間会長が、東日本大震災の際の体験談などを話すと、

参加した逗子市の皆さんは真剣に聞き入っていました。

　その後、松島町の会員が瑞巌寺などを案内し互いの交

流を深めていました。

▲逗子市の皆さんへ東日本大震災の体験談を話す赤間会長 ▲「セッコクが学校に咲き誇るように」と大橋町長と植え付けました

１０月２７日（木）　元サッカー日本代表　平瀬さんが保育所で交流

平瀬さんと元気にボールで遊ぶ園児�
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１０月１４日（金）　介護講座を開催しました

　介護講座が保健福祉センターどんぐりで開催され、

松島町シルバー人材センターの会員の皆さんが在宅介

護のコツについて学びました。

　当日は松島町地域包括支援センターによる寸劇もあ

り、介護する側とされる側の双方が気持ち良く暮らす

ための心掛けを学びました。

　介護講座はご希望の団体があれば随時開催していま

すので、松島町地域包括支援センターまでお問い合わ

せください。�３５４－６５２５（保健福祉センター内）

１１月１３日（日）　松島町スポーツ少年団駅伝大会
　松島町スポーツ少年団に加盟する8チームによる駅伝大

会が松島運動公園から磯崎、手樽地区を通るコースで開催

されました。

　結果は次の通りです。

男子の部　第 1位　松島マリソルジュニアAチーム

　　　　　第２位　松二小少年野球

　　　　　第 3位　磯崎少年野球

女子の部　第 1位　松島ヴィクトリー

１１月１９日（土）、２０日（日） 　 海  棲 哺乳類を考える
かい せい

　勇魚会（いさなかい）が主催するシンポジウム「みち

のくの海と水族館の海棲哺乳類」が１１月１９日と２０日

の２日間、中央公民館とマリンピア松島水族館を会場

に行われました。

　イルカ・クジラ・アザラシをはじめとする海産哺乳類

について科学的な面から考える勇魚会の会員が全国か

ら訪れ、各々の研究成果などを発表しました。

▲全国から訪れた会員が研究の成果を発表

米寿おめでとう（11月の敬老祝い金贈呈者）
◆澤田まさ子さん（松島）　◆片桐けいさん（高城）

◆ a 橋とよ子さん（磯崎）　◆佐藤あきさん（高城）

寄付・寄贈
町へ　　

◆松島町食生活改善推進協議会（高橋かつみ会長）より

　炊飯ジャー２台、オーブンレンジ２台、ＩＨ対応鍋２

台、フライパン２台　

　　　

社会福祉協議会へ

◆松緑神道大和山（田澤清喜教主）より 金 １５０,０００円

◆松島小松館好風亭（小松浩一代表取締役）より

 金 ３８,３０３円

◆山藤会（山形文男会主）より 金 ３０,0００円

◆ＪＡ仙台松島支店（飯川洋一支店長）より 金 ８,４７５円

◆小野定吉さん（磯崎）より 金１２,０００円

１１月１９日（土）　第一小学校体育館落成式

　１１月から供用が開始されている第一小学校体育館の落

成記念式典が 11月 19 日に行われました。

　式典では、大橋町長が「新しくなった体育館で元気に遊

び、健やかな心と体を育んでください」と挨拶しました。

また、６年１組の大宮司耀士君が「体育館を作ってくれた

沢山の方々に感謝しています」と感謝の言葉を贈り、６年

1組の安土凜さんから施工業者の深松組に花束が贈呈され

ました。なお、アトラクションとして多賀城高校吹奏楽部

による演奏の後に、学年ごとに和太鼓や合唱、ミュージカ

ルなどを発表する音楽発表会が行われました。

▲全校生徒による合唱で新しい体育館の完成を祝いました

１１月１４日（月）　忍たま乱太郎が高城保育所に登場

　ＮＨＫの人気アニメ「忍たま乱太郎」と仲間たちが高

城保育所を訪れ園児と交流しました。いつもテレビで

見るキャラクターが登場すると子供たちは大興奮。み

んなで歌ったり踊ったりして楽しいひとときを過ごし

ていました。この事業はN H K被災地応援イベントキャ

ラバンとして行われました。

▲大好きなキャラクターが登場して大興奮
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ご支援ありがとうございます
１１月１８日現在でご支援をいただいた皆さまです

（４月号～１１月号掲載以外の方々で敬称は省略させていただきました）
寄付金　匿名、胎内市職員退職会、千葉県成田市、観光客（マレーシア人女性）、石川県中能登町職員会有志一同、

カシマ、全国観光所在町村協議会、（株）東日本放送、佐伯泰英

義援金　たかはし薬局、トンプソントーワ（株）、ベニヤエリコ、マエダミナオ、（宗）東大寺、イシカワアキラ、

フクダタツシ

支援物資　宮崎県みやぎから「元気」を届けるプロジェクト、河北新報社、フルライン （株）、東北地方太平洋沖

地震に係る被災者支援長門市市民会議、東京・中日スポーツ文化社会部、「ずっとひとつ」プロジェクト、（財） 母

子衛生研究会母子保健事業団、兵庫県立芸術センター、ホロコースト記念館

　このほか、多くの個人や匿名の方からご支援・ご協力をいただきました。記入漏れやお名前に間違いがありまし

た場合には、ご容赦くださいますようお願い申し上げます。

東 日 本 大 震 災 ・台風15号　関 連 情報

東日本大震災に伴う町の被害状況（11月 18 日現在）

●人的被害　町民で亡くなった方 １６人
（町内で２人、町外で１4人）
　　　行方不明者  ０人
　　　重傷者  ３人
　　　軽傷者  ３４人

●避難所・避難者
0 人
　

●波高　３． ２ｍ（１６時１３分　松島町第１波到達）　　
　　　　３． ８ｍ（１６時４０分　松島町第２波到達）
●津波による浸水面積　　２ km2（国土地理院計測・概略値）
●家屋等被害
全壊  　２１9戸（調査継続中）
大規模半壊 　３48 戸（調査継続中）
半壊  １， 185 戸（調査継続中）
一部損壊 １， 433 戸（調査継続中）
※上記のうち 床上浸水　191 戸（調査継続中）　
　  床下浸水     86 戸（調査継続中）

平成２３年台風１５号災害の被害者に対する援護資金の貸付について

　平成２３年台風１５号により床上浸水の被害を受けた方に対して、援護資金の貸付を行います。

●対象者　平成２３年台風１５号による住宅（居住部分を有する店舗含む）の床上浸水被害を受けた世帯

●貸付限度額　１００万円

●利率　連帯保証人を立てる場合は無利子

　　　　連帯保証人を立てられない場合は据置期間経過後　年１.５％

●償還期間　１３年（うち据置期間６年）

●償還方法　年賦又は半年賦の均等償還

●申請等に必要なもの

・援護資金借入申込書

・連帯保証人　１人　（松島町に居住する方に限る）

・り災証明書

・所得証明書、資産証明書、町税納税証明書（世帯員全員分及び連帯保証人の分）

・住民票謄本（世帯員全員分の記載のあるもの）

・印鑑

●申込期限　平成２４年２月２９日（水）

●申込み・問合先　松島町町民福祉課福祉班　�３５４－５７０６
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震災復興計画（津波防災）に関する
意見交換会を開催

　現在、町では、東日本大震災からの復旧・復興に向け

て震災復興計画の策定を進めています。

　その中で、海岸堤防をはじめ、復旧復興に必要な施設

整備の基本的な考え方を検討するため、「松島町震災復

興計画（津波防災）に関する意見交換会」を開催しました。

　意見交換会は、１１月５日、６日、１０日に手樽地域交

流センターや垣ノ内集会場、高城公会堂、磯崎区民会館

で開催しました。

　想定する津波の高さや防潮堤の高さ、避難の方針など

について、各地域で活発に意見が交わされました。

東 日 本 大 震 災 ・台風 15号　関 連 情報

ベガルタ仙台のホーム戦に招待
　１１月３日にベガルタ仙台のホームユアテックスタ

ジアムで開催された、サンフレッチェ広島戦にマリソ

ル松島ジュニアと親の会など４５人が招待されました。

　ベガルタ仙台では、4月 23日の Jリーグ再開後、

選手たちが被災地の皆さんの思いを胸に全力で戦って

いる熱い雄姿をスタジアムで観戦しもらいたいと宮

城・東北DreamProject』として被災地の子どもたちを

招待しています。

　選手の一生懸命プレーする姿に参加者も感動した様

子で、「上位に進出しアジアチャンピオンズリーグの

舞台でも戦ってほしい」と話していました。

郡和子政府宮城現地対策本部長が 
松島町を視察

　政府の東日本大震災復興対策本部の郡和子・宮城県

現地対策本部長が１０月２７日に来町し、松島海岸や手

樽の護岸施設、地盤沈下による冠水状況、瑞巌寺の杉

林の立ち枯れなどの状況を視察しました。

　現地の視察後、役場で意見交換を行い、護岸施設の

早期復旧や風評被害など、大橋町長が松島の抱える課

題などについて説明しました。

　郡本部長は「今後、松島町が考えている事業にどの

ような課題があるのか話し合いながら、国で考えてい

る支援策など、積極的に協力していきたいので相談し

てほしい」と話していました。

▲選手が一生懸命プレーする姿に感動 ▲早川漁港の護岸施設を視察する郡本部長（右から 2人目）

千葉県成田市から復興支援ツアー
　１１月７日に千葉県成田市が東日本大震災の被災地

の復興を支援するため、東北の観光地を巡るツアーを

企画し、小泉一成市長をはじめ、市民約８０人が松島を

訪れました。

　松島海岸中央広場で行われた交流会では、小泉市長

が「成田市も同じ観光地として発展しました。市民が

訪れることで復興のお役にたちたい」と挨拶し、大橋

町長へ寄付金や記念品を手渡しました。

　「東北復興支援成田市民号の旅」は１泊２日の日程で、

８日は世界遺産に登録された岩手県の平泉を訪れまし

た。

▲小泉成田市長（右）から寄付金と記念品などが手渡されました▲担当者の説明に耳を傾ける出席者（手樽地区）
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まつしままつしまのの相談窓口相談窓口

自衛官募集

高等工科学校生徒（推薦・一般）

●資格　平成２４年４月１日現在、１５

歳以上１７歳未満の男子で中学校

卒業者または中等教育学校の前期

課程修了者（見込み含）

●受付期間　推薦　１１月１日（火）

～１２月１６日（金）　必着

　一般　１１月１日（火）～平成２４年

１月６日（金）　必着

●試験日　推薦　平成２４年１月７

日（土）～９日（月・祝）までの指定

する１日　一般　１次：平成２４年

１月１４日（土）　２次：平成２４年１

月２８日（土）～３１日（火）までの指

定する１日

●試験場　推薦　陸上自衛隊高等工

科学校（神奈川県横須賀市御幸浜

２- １）　一般　宮城県内数カ所

問　合　先内　容　等対　象場所・主催日　時相談事業

企画調整課まちづくり支援班
� 354�5809

多重債務問題、離婚問題、
相続問題など。相談は無
料で秘密厳守します

町　民
１人原則３０分

役場３階
会議室

１２月１３日 （火）
午前１０時～午後５時

弁護士による無料
法律相談（予約制）
弁護士　小川真儀

町民福祉課福祉班
� 354�5706

人権擁護について

町　民
勤労青少年
ホーム

１２月８日（木）
平成２４年１月１1日（水）
午前１０時～午後３時

人権なんでも相談

企画調整課まちづくり支援班
� 354�5809

行政相談について行政相談

産業観光課商工観光班
� 354�5708

消費生活相談について消費生活相談

町民福祉課福祉班
� 354�5706

生活保護に関する相談町　民
役場３階
会議室

１２月 7日（水）・21日（水）
午前１０時～午後３時

生活保護相談

塩釜市けやき教室
� 364�5141

小中学生を対象にした
不登校に関する電話相
談・学校復帰指導

塩釜市・多賀城市・
松島町・利府町・
七ヶ浜町の小中学
生及び保護者

塩釜市
けやき教室

平日　午前９時～午後３時不登校電話相談

健康づくり（保健師・栄養士）
� 355�0703

健康に関する相談

町　民
保健福祉
センター
どんぐり

平日　
午前８時３０分～午後５時

健康電話相談

子育て支援センター
� 354�6888

育児・子どもの発育・発
達の不安に関する相談

発育発達電話相談

地域包括支援センター
� 354�6525

高齢者の介護・生活等に
関する相談

高齢者に関する
電話相談

町民福祉課健康長寿班
健康づくり担当
�３５５�０７０３

こころの問題を抱えた
本人や家族の相談

塩釜保健所管内に
居住する方

平成２４年１月１２日 （木）　
塩釜保健所多賀城分庁舎
１月２６日 （木）　
保健福祉センターどんぐり
午後１時３０分～午後４時

こころの相談
（予約制）

塩釜保健所
障害者支援班
� 706-1217

ひきこもりや、思春期
の心の問題を抱えた本
人や家族の相談

宮城県多賀城
分庁舎（塩釜
保健所主催）

１２月１５日（木）
平成２４年１月１１日（水）、
１８日（水）
午後１時３０分～
午後４時３０分

ひきこもり・思春期
こころの相談（予約制）

アルコールや薬物の問題を
抱えた本人や家族の相談

平成２４年１月２７日 （金）
午後２時３0分～午後 5時

アルコール・薬物
相談（予約制）

希望園（高城字浜 1-1）
� 353-4301

子どもの成長に関する
不安や手続きなどの相
談

主に未就学児とそ
の保護者
一人原則　1時間

希望園
言葉　12 月 13 日（火）
心理　12 月 27 日（火）
　　　午前10時～午後3時

ことばと発達の教室
「ひなたぼっこ」
（予約制）

募 集募　集 ●合格発表　推薦　平成２４年１月

１３日（金）　一般　１次：平成２４年

１月２３日（月）　最終：平成２４年２

月１７日（金）

●入校　平成２４年４月上旬

自衛隊貸費学生（技術）

　大学の理学部・工学部の３・４年

次または大学院（専門職大学院を除

く）１・２年次に在学していること。

卒業（終了）後、直ちに自衛隊に勤

務しようとするもの

※応募資格の専攻学科、年齢につい

ては問合せください

●受付期間　１２月１日（木）～平成

２４年１月１３日（金）　必着

●試験日　平成２４年２月４日（土）

●合格発表　平成２４年４月下旬

●問合先　自衛隊宮城地方協力本部

石巻地域事務所

　�・FAX  ０２２５-８３-６７８９

●日時　１２月１７日（土）、１８日（日）

　午前９時３０分～午後４時３０分

●相談時間　消費生活相談員による

面談（３０分）、弁護士または司法書

士による法律相談等（３０分）、消費

生活相談員等による事後相談等

（３０分）。希望する方は「心の健

康相談」も受けることができます。

●会場　宮城県庁

●定員　各２４人程度

●申込方法　事前予約制。１２月５

日（月）～９日（金）午前８時３０分

～午後５時１５分までに宮城県消

費生活センター（�２６１‐５１６４）

へ電話で予約してください。

●問合先　宮城県消費生活・文化課

　�２１１‐２５２４

宮城県多重債務無料相談会
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歯科休日診療

●日時　１２月８日（木）、

　　　　１２月２０日（火）　

　　　　午前１０時～正午

●場所　塩釜保健所

　（多賀城市鶴ヶ谷１- ４- １）

●問合先　塩釜保健所　�３６７-７０５１

●日時　１２月２３日 （金・祝）

　午前１０時３０分～午後１時

●会場　

　松島一の坊、レストラン青海波

●講師　松島一の坊シェフの皆さん

●参加対象　小学生とその家族

●定員　大小学生と家族合わせて

３０人程度（先着順）

●メニュー　「松島白菜」を使ったパ

エリアや野菜スープ、クリスマス

ケーキのデコレーション

●参加費　

　大人１， ０００円、児童５００円

●申込方法　中央公民館窓口の申込

用紙にご記入のうえ提出してくだ

さい。

●申込期限

　１２月 5日（月）～１２日 （月）

●申込み・問合先　中央公民館

　�３５３‐３０３０

�３８９-１７７７多賀城市中央１‐１６‐１７ささき歯科クリニック １２ 月 ４日（日）

�３５５-６８６０松島町高城字町１４７‐６ファミリア歯科 １２ 月１１日（日）

�３６１-７７２７塩釜市尾島町６‐８大宮歯科クリニック １２ 月１８日（日）

�３６６-８２４１多賀城市八幡１‐２‐１８なかよしデンタルクリニック １２ 月 ２３ 日 （金・祝）

�３６６-５３３５塩釜市東玉川町８‐８あべ歯科医院 １２  月 ２５ 日（日）

�３５３-４０９２松島町磯崎字磯崎１０５‐3西村歯科医院 １２  月 ３１  日（土）

お 知 ら せ

休日・急患診療のご案内
診療科目受付時間診療日診療場所

内科昼夜間
日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）
松島病院

内科・小児科
  8：45 ～ 11：30

13：00 ～ 16：30

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）
塩釜地区

休日急患

診療センター
小児科

（15歳まで）
18：30 ～ 21：30土曜日（休日に当たる日を除く）

●問合先　松島病院　松島町高城字浜 1-26　　� 354�5811

　塩釜地区休日急患診療センター　塩釜市錦町 7-10　� 366�0630

　町税などは、便利で忘れない、しか

も安全な口座振替を利用しましょう。

●納期　１２月２６日（月）

●国民健康保険税　７期

●固定資産税　４期

●介護保険料　５期

●後期高齢者医療保険料　６期

●問合先

課税については

税務班　�３５４-５７０３

納付については

特別滞納整理室　�３５４-５９１３

介護保険料については

健康長寿班　�３５５-０６７７

後期高齢者医療保険料については

町民サービス班　�３５４-５７０５

犬・猫引き取り日

国民健康保険被保険者証兼

高齢受給者証の交付について

　国民健康保険加入者で今月７０歳

になる方（１２月２日～１月１日生ま

れ）へ、高齢受給負担割合が記載さ

れた国民健康保険者証を郵送します。

なお、現在お持ちの被保険者証につ

いては、役場町民福祉課国保窓口に

返還してください。

●発送日　１２月 16日 （金）

●問合先　町民福祉課

　町民サービス班　�３５４-５７０５

１２月の納期限

松島の食材で作る

家族ふれあい料理教室
　夫やパートナーからの暴力、お年

寄りや子どもに対する虐待、近隣と

のトラブルなどに関する悩みがあり

ましたら、お気軽にご相談ください。

●日時　１２月８日 （木）　

　　　　午前１０時～午後３時

●場所　勤労青少年ホーム

●問合先　

塩釜人権擁護委員協議会・仙台法

務局塩釜支局　�３６２‐２３３８

人権なんでも相談所

　選挙権を有する一般国民から選ば

れた１１人の検察審査員が、検察官が

被疑者を裁判にかけなかったこと

（不起訴処分）に対し、納得がいか

なかった時は、検察審査会の審査を

求めることができます。審査の申し

立てには費用が一切かかりません。

検察審査会の窓口では、申し立てに

ついての相談を受け付けています。

●問合先　

　仙台検察審査会　�２２２‐４７５０

検察審査会とは

平成 23年 ������

�３６６-８４６１多賀城市明月１‐４‐１２じん歯科医院１月 １日 （日・祝）

�３５６-１４８４利府町青山３‐４０‐３そうま歯科医院１ 月 ２日（月）

�３６５-００９９多賀城市東田中２‐４０‐３２‐１０２せいの歯科医院１ 月 ３日（火）

平成 24年 ������
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☆保育所入所基準　（入所申込みには、下記の基準を満たす必要があります）

　①親が家庭外で労働していて、児童の保育ができない場合

　②親が日常の家事以外の家庭内労働に従事していて、児童の保育ができない場合

　③死亡、行方不明等の理由により親がいない場合

　④親が病気や障がい、出産などにより児童の保育ができない場合

　⑤親が長期に病人や障がい者の看護をしなければならず、児童の保育ができない場合

●問合先　町民福祉課福祉班　�３５４-５７０６

平成２４年度　保育所入所児童募集

場　所入所可能年齢基本保育時間　（最大延長保育時間）保育所名

磯崎字白坂６カ月以上午前８時～午後４時　（午前７時～午後７時）高 城 保 育 所

高城字反町１歳以上　午前８時～午後４時　（午前７時３０分～午後６時）高 城 分 園

松島字町内６カ月以上午前８時～午後４時　（午前７時３０分～午後６時）松 島 保 育 所

磯崎字長田６カ月以上午前８時～午後４時　（午前７時３０分～午後６時）磯 崎 保 育 所

新規申込みの方

●申込書配布場所　役場（町民福祉課福祉班）

●配布期間　１２月  ５日（月）～１２月 19 日（月）午前８時３０分～午後５時

●申込受付　１２月 12 日（月）～１２月 26 日（月）午前８時３０分～午後５時

※ただし、配布、申込みとも土・日・祝日を除きます

　家庭状況等の確認のため、後日面接を行います

継続入所の方

●申込書配布場所　各保育所

●配布期間　

　１２月12日（月）～１２月26日（月）

　通常の保育時間内

●申込受付　上記期間内

※配布、申込みとも日・祝日を除く

募集保育所

税務班からのお知らせ
　固定資産評価基準の改正により、平成２４年度から一定の冷蔵設備を有する倉庫用建物の評価額の計算方法が変わ

ります。これまで「非木造の冷蔵倉庫（保管温度が摂氏１０�以下に保たれる倉庫）」については「一般の倉庫」と

同じ取扱いとされていましたが、平成２４年度からは「一般の倉庫」に比べ家屋の評価額が早く減少する経年減点補

正率を適用することになりました。

　対象となる建物に対しては、事前に実地調査が必要となりますので、所有している方は財務課税務班までご連絡

ください。

●対象となる建物

次の要件をすべて満たす建物

 ①非木造（鉄骨鉄筋コンクリート造・鉄骨造など木造以外の建物）であること

 ②冷蔵倉庫用（保管温度が冷蔵設備により摂氏１０�以下に保たれる倉庫）建物

 ③主たる用途が冷蔵倉庫用であること（事務所などと一体となっている場合、床面積の５０％以上が冷蔵倉庫用で

　あること）

　　注意：常温倉庫内にプレハブ式の冷蔵庫や業務用冷蔵庫を設置しているような場合は対象となりません

■こんなときは固定資産税の届出が必要です

○家屋を取り壊した場合

家屋を取り壊した場合は、「建物解体届」の提出が必要です。なお、法務局において滅失登記を行った場合は届出

の必要はありません。

○未登記家屋に変更があった場合

　法務局に登記されていない家屋について、所有者等に変更があった場合は ｢建物名義人変更届 ｣を提出してください。

■償却資産の申告をお忘れなく

　平成２４年１月１日現在、町内に償却資産（土地・家屋以外で事業の用に供しているもの）を所有している方は、

平成２４年１月３１日（火）までに申告が必要です。１２月中旬に申告書を送付しますが、申告が必要な方で用紙が届

かない方はご連絡ください。

　なお、東日本大震災により滅失・損壊した償却資産（被災償却資産）に代わる償却資産（被災代替償却資産）を

取得した場合には、特例の適用を受けることができます。詳しくは税務班までお問い合わせください。

●問合先　財務課税務班　�３５４-５７０３

住宅が半壊以上の判定を受けた方は保育料の減免の対象となりますので、申し込み時にり災証明証をご持参ください。
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平成 23年度松島町職員採用試験のお知らせ
１．試験区分、職種、採用予定人員及び職務内容

職　務　内　容採用予定人員職　種試験区分

土木技術業務に従事しますが、行政事務、税務、用地交
渉等の業務にも従事することもあります。

若干名土　　木
上　　級

( 大学卒業程度 )

保育所又は幼稚園に勤務し、乳幼児の保育に関する業務
に従事することになりますが、行政事務に従事すること
もあります。

若干名保 育 士
中　　級

( 短期大学卒業程度 )

町の政策、法務、まちづくり、福祉、産業振興など幅広
く行政事務に従事します。

若干名
行　　政
( 障がい者 )

初　　級
( 高等学校卒業程度 )

２　受験資格

　●上級土木

昭和５７年４月２日以降に生まれた者で、土木系学科を専攻し、学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒

業した者又は平成２４年３月３１日までに卒業する見込みの者

　●中級保育士

昭和６２年４月２日以降に生まれた者で、幼稚園教諭及び保育士の両方の免許・資格を有する者又は平成２４年

３月３１日まで取得する見込みの者

　●初級行政 (障がい者 )

昭和５７年４月２日以降に生まれた者で、高等学校を卒業した者又は卒業見込みの者、並びに同程度の能力を有

すると認められる者で、自力により通勤でき、かつ、介護者なしに一般事務職としての職務の遂行が可能な者及

び身体障害者手帳の交付を受けている者

３　試験日

　●第１次試験　試験日：平成２３年１月２９日 （日）　場所：宮城県自治会館（予定）

　●第２次試験　試験日：平成２４年２月下旬頃

４　受験手続

所定の受験申込書に必要事項を記入の上（写真貼付）、役場総務課へ提出してください。

試験の実施要綱、申込書は役場総務課で配布します。

５　申込受付期間

平成２３年１２月１日（木）から平成２４年１月 5日（木）まで。

郵送の場合は平成２４年１月 5日までに到着したものまで受け付けます。

●問合先　総務課総務管理班　�３５４-５７０１　※試験の実施要綱は、町のホームページからもご覧いただけます。

国民年金保険料の納付は

便利・安心・確実な口座振替で

　国民年金保険料の納め忘れはありませんか？「忙しく

て・・・」、「つい、うっかり・・・」といった理由でも保

険料の納め忘れがあると、将来受け取る老齢基礎年金額が

減額されたり、受けられなくなることがあります。また、

万が一のときの障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられな

くなる場合があります。

　そこで、国民年金保険料の納付には、便利で安心、確実

な口座振替をおすすめします。

　口座振替は、全国の銀行・郵便局・農協・漁協・信用金

庫・信用組合・労働金庫で利用できます。申し込みの際は、

年金事務所や金融機関に備え付けの申出書に必要な事項を

記入して、口座振替を希望される金融機関等の窓口に提出

してください。

●問合先　ねんきんダイヤル　�０５７０‐０５‐１１６５

献血にご協力をお願いします
　血液は人工的に作ることも長期的に保存するも

できず、皆さまからご協力いただいた血液が輸血

を中心とした医療をささえています。

　皆さまから「あと１回」「もう１回」、複数回献

血のご協力をぜひお願いします。

●日時　１２月１９日（月）　午後１時３０分～午後４時

●場所　松島病院

●内容　全血献血（４００ml・２００ml）

●問合先　町民福祉課健康長寿班　�３５３-０７０３

献血ポイント制　『けんけつくらぶ』
　献血されると「けんけつくらぶポイントカー
ド」を発行いたします。
　献血の種類によってポイントが加算され、累
積ポイントに応じた記念品を差し上げます。誕
生月などに献血されると、ボーナスポイントが
さらに加算されます。
（宮城県内のみで発行日から１年間有効）
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●日　時　平成２４年１月８日（日）　午前１０時

●場　所　中央公民館

●対　象　平成３年４月２日から平成４年４月１日生まれ

●その他　勤労・就学等により町内に住所を有しない方で

松島町成人式典に出席希望の方はお早めに松島

町中央公民館までご連絡ください。

●問合先　松島町中央公民館　�３５３-３０３０

第６３回　松島町成人式典

第６３回松島町成人式実行委員の募集について

　平成２４年１月８日（日）に実施する成人式典終了後の

イベントを企画する新成人者を募集します。

　参加希望の新成人者は、松島町中央公民館までご連

絡ください。

楽らくエアロビクス教室　 

　リズムダンス、ウォーキング、ボール体操、チューブ体

操など、からだの柔軟性、バランス、筋力アップのための

体操を行います。

●対象　６５歳以上の健康な方が対象です。

●日時　平成２４年１月１２日（木）、１９日（木）、２６日（木）、２

月２日（木）、９日（木）、１６日（木）、２３日（木）、３月

１日（木）、８日（木）、１５日（木）、２２日（木）、２９日（木）

　　　　午前１０時～午前１１時３０分

●内容　体調チェック、運動の実技指導

●場所　温水プール　美遊　

●参加料　４,０００円（全１２回分）

●申込締切　１２月２２日 （木）

●問合先　町民福祉課健康長寿班

　　　　　�３５３-０７０３

水中ウォーキング教室　 　 

　歩行プールでのウォーキングで水に慣れた後、25ｍ

プールでいろいろなウォーキング、ストレッチ、筋力ト

レーニングなどの水中運動を行います。　

●対象　６５歳以上の健康な方が対象です。

●日時　平成２４年１月１４日（土）、２１日（土）、２８日（土）、２

月４日（土）、１１日（土）、１８日（土）、２５日（土）、３月

３日（土）、１０日（土）、１７日（土）、２４日（土）、３１日（土）

　　　　午前１０時～午前１１時３０分

●内容　体調チェック、水中運動の実技指導

●場所　温水プール　美遊

●参加料　４,０００円（全１２回分）

●申込締切　１２月２２日 （木）

●問合先　町民福祉課健康長寿班　�３５３-０７０３

介護予防教室　参加者募集

　平成２４年の新年を祝い、親睦と年始の挨拶交歓

のために町民新年会を開催します。

●日　時　平成２４年１月６日 （金）

　　　　　午後２時（午後１時３０分より受け付け）

●場　所　ホテル松島大観荘

●内　容　年頭の挨拶、善功者・功労者表彰　ほか

●参加費　２， ５００円（当日持参）

●締切り　１２月１２日 （月）

●主　催　松島町

●申込方法　広報紙と同時配布の申込書を、行政

員まで持参ください。

●問合先　総務課総務管理班　�３５４-５７０１

平成２４年　町民新年会

　一年の無火災を祈念して、松島町消防団出初式

を挙行します。纏を先頭に消防団員による力強い

行進や 纏 振りが披露されます。
まとい

　町民の方もご覧いただけますので、ぜひご来場

ください。

●日時　平成２４年１月９日（月・祝）　午前１０時～

●場所　松島中学校体育館（旧松島第二町民体育館）

●内容　観閲・式典・表彰伝達

●主催　松島町消防団・松島町

●問合先　総務課環境防災班　�３５４-５７８２

平成２４年　松島町消防団出初式

お宅のテレビは大丈夫？

宮城県のアナログ放送は
「来年 3月 31 日」に終了します
　どんな準備をしたらいいの？

　家まで電波は届いているの？

●問合先　デジサポ宮城

　　　　　� 022-745-1500
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年 末 年 始 関 連 の お 知 ら せ

年末年始等の火葬を以下のとおりです。

平成２３年１２月２８日（水）通常業務　　２９日（木）通常業務　　３０日（金）通常業務　　３１日（土）正午火葬受付分まで

平成２４年  １月  １日（日）年始休業日　 ２日（月）年始休業日  　３日（火）年始休業日     ４日（水）通常業務

※１月３日は近隣への配慮などから休業とします。

※予約と申込みについて

塩釜地区環境組合事務局が年末年始による休業となることから、１２月２９日から１月３日までの手続きは、通常の執

行時間と同様塩竈市役所当直で予約と利用申込み等を受け付けします。

※安置について

　・安置スペースの都合から３体までの収容が可能です。（冷却設備はありません）

●搬入時間　午前８時～午後６時まで

●問合先　塩竈市役所当直へご連絡ください

塩竈斎場業務について

ごみの収集について　
お休み

１２月３１日（土）

　　　　～平成２４年１月３日（火）

　年始は平成２４年１月４日（水）よ

り収集します。収集日以外は絶対に

集積場へごみを出さないようにお願

いします。

●問合先　総務課環境防災班

　　　　　�３５４-５７８２

　寒さが厳しくなり気温が氷点下４度以下になると凍結によるメータ破裂や水道管の凍結が多く発生します。予防

策としては、夜寝る前に台所等の蛇口を開けたあとに水抜栓を閉めてください。そうすることで水道管の凍結を予

防できます。また、メータボックス内に細かくした発泡スチロールを入れると保温効果が高まりメータ破裂予防に

つながります。

　なお、水道管の漏水を発見した場合は水道事業所までご連絡ください。

◆年末年始における指定給水装置工事事業者休日当番表

水道管の凍結について

年末年始に水道管の凍結等が発生したときには、上記業者にご連絡願います。

●問合先　水道事業所上水道班　　�３５４‐５７１１

電 話 番 号当番水道業者当 番 月 日

�３５４－４３７６㈲斉 藤 設 備 工 業 所１２月２９日 （木）

�３５４－４２４７㈲ア カ マ 綜 合 設 備１２月３０日 （金）

�３５４－３１４９㈲ 美   和   工   業１２月３１日 （土）

�３５４－４４８４㈲ 松 島 住 宅 設 備１月   １日 （日）

�３５４－２７１０㈲う  ち  み  水  道１月   ２日 （月）

�３５４－２７６９㈲水              研１月   ３日 （火）

保健福祉センターふれあいの湯
お休み
　１２月２８日（水）

　　～平成２４年１月４日（水）
　平成２４年１月５日（木）から通常
通り入浴いただけます。
●問合先　保健福祉センター
　　　　　�３５５-０６６６

町営バスの運休について
運休日
　平成２４年１月１日（日・祝）
また、小中学校の冬休み期間（１２月
２４日（土）～平成２４年１月７日（土））
は下記の便が運休となります。
　　北松島線　　　　　第６便
　　北松島線（中）　　　第２便
　　松島東線　　　　　第４便
●問合先　総務課環境防災班
　　　　　�３５４-５７８２

スポーツ施設の休館について
運動公園施設　�７８１-６３２０
　１２月２８日（水）
　　　　～平成２４年１月４日（水）

温水プール「美遊」　�３５３-８５２５
　１２月２８日（水）
　　　　～平成２４年１月４日（水）

B&G海洋センター　� 353-3688
　12月 26 日（月）
　　　　～平成 24年 1月 4日（水）

宮城東部衛生処理組合への直接搬入について

焼　却　場　１２月３０日（金）午後４時３０分まで

最終処分場　１２月２８日（水）午後４時まで

　年始は１月４日（水）から搬入可能です。役場窓口が１２月２８日（水）で終了

するため、２９日～３０日に搬入予定の方は、２８日までに手続きしてください。

●問合先　総務課環境防災班　�３５４-５７８２
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防火標語募集

温水プール　美遊　　各種教室受講生募集

　上記教室に参加した方に、クリスマスキャンペーンとしてプレゼントがあります

●問合先　温水プール　美遊　　�３５３‐８５２５

異文化理解・交流料理教室

　日本語・英語にて調理の指導を受

け、できた料理で会食しながら交流

し楽しいひとときを過ごしませんか。

●日時　１２月１０日 （土）

　　　　午前１０時～午後２時

●場所　勤労青少年ホーム　調理室

●内容　リビア料理

●講師　アッタイェブ　モーセン氏

●参加費　材料費として８００円

●持ち物　エプロン・三角巾・お手 

　　　　　拭き

●主催　松島善意通訳者の会

●申込締切　１２月４日 （日）

●問合先　

　事務局　大浦　�３５４‐３６７８

●問合先　塩釜地区消防事務組合消

防本部　予防課指導係

　�３６１‐１６１６

●対象　県内居住のおおむね６０歳

　以上の方

●場所　①仙南校　②大崎校　③石

巻校　④気仙沼・本吉校　⑤登米・

栗原校

●募集定員　各校４０人

●学習日　年間２２日（２学年生）

●募集期間　

　平成２４年１月３１日 （火）　必着

●入学金　５， ０００円

●受講料　年間２０， ０００円

●申込方法　申し込みは町民福祉課

福祉班や教育課生涯学習班および

宮城県社会福祉協議会ホームペー

ジからも入手できます。 

（http://www.miyagi-sfk.net/）

●申込み・問合先　宮城県社会福祉

　協議会　いきがい健康課

　�２２５‐８４７７

みやぎいきいき学園　

平成２４年４月　入学生募集

●募集期間　１２月１９日（月）～平成

２４年１月１９日（木）　必着

●応募方法　「防火」をテーマとした

未発表かつ他のコンクールに出品

していないもの。官製はがきに標

語、住所、氏名（フリガナ）、年齢、

職業および電話番号を明記し、下

記宛てにご応募ください。作品数

は一人１点まで。

　　なお、入選作品は作者の氏名・

勤務先・学校名を付して火災予防

広報に幅広く使用しますので、同

意いただける方のみ応募してくだ

さい。

●対象者　塩釜地区消防事務組合

（塩竈市・多賀城市・松島町・七ヶ

浜町・利府町）に居住するまたは

勤務する方（在学中の方を含む）

●応募先　〒９８５‐００２１　塩竈市尾

島町１７‐２２　塩釜地区消防事務組

合消防本部　防火標語募集係

●日時　１２月１８日 （日）　

　　　　午前１０時～午後２時

　　　　（受付は午後１時まで）

●場所　勤労青少年ホーム

　　　　２階　集会室

　壊れたおもちゃをおもちゃドク

ターが無料で治します。ただし、新

しい部品との取り替えなどの場合は

部品代（実費）をいただきます。

●問合先　瀬上　�３５４‐２８７３

おもちゃ病院　開院

ジュニアスクール

短期水泳教室

●期日　１２月６日

（火）から１２月２２

日（木）の期間で３

日間選択

●対象　小学生以上

●料金　２， １００円

●申込み　練習希望

日の前日まで

クリスマス

短期水泳教室

● 日 時　１２月２３日

（金・祝）か ら２５日

（日）　午前１０時３０

分～午前１１時３０分

●料金　２，１００円

●対象　小学生以上

●定員　１０人

●申込締切　

１２月２２日（木）

フィットネス短期教室
●期日　１２月１３日（火）
から１２月１８日（日）ま
での１週間体験
●内容　プール・トレー
ニングルーム・レッス
ンプログラムが利用可
能
●料金　２，１００円
●対象　１８歳以上
●定員　１０人
●申込締切
　１２月 11 日（日）

　平成２４年２月１日を基準日に「経

済センサス- 活動調査」を行います。

　この調査は、日本国内すべての事

業所・企業の『経理事項』を同一時

期に把握する、日本初の調査です。

　東日本大震災直後の全産業のデー

タを把握することで，官民問わず中

長期スパンでみた復興のための基礎

資料となり得る調査です。正確な数値

の把握には皆さんのご理解が必要不

可欠ですのでよろしくお願いします。

　経済センサス- 活動調査の詳細は

総務省統計局ホームページで確認で

きます。

　宮城県内の事業場で働くすべての

労働者（臨時、アルバイト等含む）

に適用される宮城県最低賃金（現行

６７４円）は、下記の金額に改正され

ました。

時間額　６７５円

●問合先　宮城労働局労働基準部賃

金室　�２９９-８８４１または各労働

基準監督署

宮城県最低賃金について

「経済センサス- 活動調査」

を行います
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健康ランド健康ランド
マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
１２月５日（月）、１９日（月）　母子健康手帳の交付

　　　　　　　　　受付　９：３０～１１：００

※上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。　

�３５５‐０７０３

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
１２月２日（金）　３歳６カ月児健診　（H２０．５月～６月生）

　　　　　　　　　受付　１２：３０～１２：４５

１２月６日（火）　ハイハイ赤ちゃんセミナー

　（H２３．４月～５月生）

　　　　　　　　　受付　９：３０～９：４５

　　　　　　　　１歳６カ月児健診

　（H２２．４月～５月生）

　　　　　　　　　受付　１２：３０～１２：４５

予防接種
１２月１３日（火）　BCG接種

　　　　　　　　　受付　１１：１５～１１：４５

　　　　　　　　　対象　H２３．７月５日～９月２３日生

シルバー昼食会
１２月2日（金）　　あったか～い（品井沼）

１２月6日（火）　　あったか～い（どんぐり１班）

１２月8日（木）　　あったか～い（どんぐり３班）

１２月１４日（水）　　あったか～い（どんぐり４班）

１２月２０日（火）　　あったか～い（どんぐり２班）

健康づくり事業（保健福祉センターどんぐり）
１２月2日（金）、１６日（金）　 減  る  脂 クラブ

ヘ ル シー

１２月5日（月）　 動  楽 ウォーキング教室
どう らく

１２月１９日（月）　ノルディックウォーキング教室

健康増進機器利用講習会（保健福祉センターどんぐり）
平日（１人３０分程度）※事前に予約が必要です。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当

　　　　　�３５５－０７０３

≪脱メタボ大作戦！≫　　第７回

　メタボリックシンドロームの診断基準の一つに“高血糖”

があります。松島町では、糖尿病で病院を受診している人

が多く、受診率が男性は県内第１位、女性は県内第３位で

す。（平成 22 年 5月の国保連合会レセプトより）

　そこで、今回は糖尿病について紹介したいと思います。

●糖尿病の原因は？

　血液中に糖が多い状態が続くのが糖尿病ですが、高血糖

の原因には“インスリン”が大きく関係しています。イン

スリンは、血糖値を下げる唯一のホルモンで、血糖値が上

がると膵臓から分泌されます。しかし、インスリンの量が

減ったり、インスリンが出ていても働きが悪くなったりす

ると、血糖値が下がりにくくなります。遺伝的要素や加齢

に伴って分泌されるインスリンの量が減ってきますが、イ

ンスリンの働きが悪くなる原因は「食べ方」「運動不足」

「肥満」です。年齢とともに血糖値は高くなりやすいです

ので、インスリンの働きを悪くしないような生活を心掛け

ることが大切です。

●糖尿病の症状は？

　糖尿病になると、のどが渇いたり、尿量が増えたり、体

重が減ったりすると思われがちですが、そういった症状が

出るのは糖尿病になってかなり経ってからです。糖尿病に

なって初めの頃は自覚症状がありません。何も症状がない

からといって安心せず、健康診断等で血糖値の検査を受け

ることが糖尿病の早期発見にとても重要です。

●血糖値が高いとなぜ困る？

　血糖値が高い状態が続くと、動脈硬化が進み、脳梗塞や

狭心症や心筋梗塞の危険が高まります。動脈硬化は、糖尿

病予備群の段階から始まっていますので、“血糖値が高め

だけどまだ糖尿病じゃないから”といって安心できません。

また、糖尿病になって時間が経つと、腎臓が悪くなって人

工透析が必要になったり、神経障害で足のしびれや筋力低

下が起こったり、目の網膜が障害されて視力低下や失明に

至ることもあります。糖尿病は放っておくと怖い病気です

ので、生活習慣の改善に取り組みましょう。

　次号に、生活習慣改善のポイントを掲載します。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当　　　

　　　　　�３５５‐０７０３

『健康の日』のお知らせ
 　年の瀬の寒さひとしおの今日この頃、あたたかいスタジ

オで爽快な汗をながしてみませんか？　「健康の日」の運動

教室では、あなたにあった健康づくりのための運動を紹介

しています。　どなたでも参加できますので、ぜひご参加く

ださい。　　

　　

●日　時　　１２月２日 （金）

　　　　　　１０：００～１１：３０　　

●場　所　　松島町温水プール（美遊）

●内　容　　健康体操（リズム体操、ストレッチ体操、ほか）

●参加費　　３００円（券売機で利用券を購入してください。）

●持参する物　運動しやすい服装・運動靴・タオル

●申込み　　１２月１日（木）まで電話でお申込みください。

●問合先　　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当 　　

　　　　　　�３５５‐０７０３
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本町では震災からの復旧で、多くの方々のご協力に支えられました。

このコーナーでは、その中で、心温まるエピソードなどをお伝えします。

2011　12月号  No. 444

（Ｈ ２3 年 11月 1 日現在：住民基本台帳）

（　）は前月比
男 7,425 人（-6）　   人口 15,362 人（-3）
女 7,937 人（+3）　   　  5,489 世帯（0）

浅井元義スケッチシリーズ
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▲頑丈な岩造りの建物が特徴です

（
松
島
字
小
梨
屋
）

　東日本大震災の発生直後から、１４４日にわたり活動を続

けてきた自衛隊が８月に活動を終えて宮城県から撤収、

災害派遣のプレートを掲げた自衛隊の車両を見かけるこ

とがなくなりました。

　震災直後には迅速な対応で、急病人の救急搬出や町内

各地での給水活動、支援物資の搬入、行方不明者の捜索活

動、土砂の撤去、避難所への音楽隊の慰問など様ざまな分

野で支援をいただきました。

　特に、陸上自衛隊反町分屯地や多賀城駐屯地第２２普通

科連隊の皆さんには、被災しながらも自分の家族と会う

時間もない中で、郷土のために昼夜を問わず支援活動に

あたっていただきました。

　また、台風１５号で町内の至る所が冠水している中、多賀

城駐屯地の第２２普通科連隊の皆さんが駆け付け、救援にあ

たっていただきました。

　大災害を前にして不安に駆り立てられた私たちに、復興

に向けて立ち上がる勇気を与えていただいた自衛隊の皆さ

んには本当に感謝の気持ちでいっぱいです。支援活動に

あったった隊員の皆さんの姿は深く心に残ることでしょう。

復興へ立ち上がる勇気を与えてくれた自衛隊
松島町災害ボランティアで活躍した皆さん

▲避難所の音楽隊の慰問（温
水プール美遊）

▲支援物資の搬入作業（海洋センター）▲給水活動の様子（二子屋浄水場）

▲支援活動の状況を報告に訪れた際の第２２
普通科連隊の國友昭連隊長（左から２人
目）、上原直樹中隊長（左）
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